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「災害時医療のぼり旗掲出訓練」のチラシ掲出の依頼につ
いて

資料№５　　

戸塚区連合町内会自治会連絡会９月定例会　議題

戸塚区福祉保健課

福祉保健課　運営企画係

中川、小泉

to-saigaiiryo@city.yokohama.lg.jp

お願いしたいこと

掲示板へのチラシ掲出をお願いいたします。

 大規模な災害が発生時に、本市では被災を免れ、開設可能な医療機関は目印として「のぼり
旗」を掲出することとしています。
　また、発災時は多数の負傷者が発生することが想定されますが、医療機関の混乱を避ける
ため、症状の緊急度・重症度に応じて医療機関を選択し受診していただくことが必要です。
　このようなことを区民の皆様に周知するため、医療機関等での「災害時医療のぼり旗掲出
訓練」の実施にあわせ、チラシの掲出を依頼するものです。

例年お願い・説明しているものです。

　　　（前回は、令和７年９月の区連会で説明しています。）

＜問合せ先＞
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令和８年９月17日 

 

自治会町内会長 各位 

 

戸塚区 福祉保健課長 尾崎 太郎 

 

「災害時医療のぼり旗掲出訓練」のチラシ掲出の依頼について（依頼） 

 

時下 ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃から、戸塚区政の推進に御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、このたび、区内の病院や診療所、薬局等の協力を得て、大規模災害発生時に開局

が可能な診療機関・薬局を示すのぼり旗を掲出する「災害時医療のぼり旗掲出訓練」を実

施します。 

より多くの皆様に当該訓練をお知らせするため、掲示板へ掲出いただくチラシを作成し

ました。つきましては貴自治会町内会の掲示板へ掲出についてご協力をお願いいたします。 

 

 

１ 訓練実施日 

  令和８年10月26日（月）から令和８年10月30日（金）まで 

 

２ 実施機関 

  戸塚区内の病院、診療所、歯科医院及び薬局 

 

 

 

 

 

担当 戸塚区福祉保健課 中川、小泉 

電話 045-866-8418 

FAX 045-865-3963 

 



（参考資料）戸塚区の災害拠点病院及び災害時救急病院について 

 

１ 災害拠点病院（１か所） 

医療機関名 住所 

国立病院機構横浜医療センター 原宿 3-60-2 

 

２ 災害時救急病院（12 か所） 

医療機関名 住所 

ふれあい東戸塚ホスピタル 上品濃町 16-8 

医療法人社団明芳会イムス横浜東戸塚総合リハビリテーション病院 川上町 690-2 

西横浜国際総合病院 汲沢町 56 

医療生協かながわ生活協同組合戸塚病院 汲沢町 1025-6 

医療法人財団明理会東戸塚記念病院 品濃町 548-7 

十愛病院 品濃町 1140 

医療法人横浜未来ヘルスケアシステム戸塚共立第１病院 戸塚町 116 

平成横浜病院 戸塚町 550 

横浜丘の上病院 平戸 1-20-28 

医療法人積愛会横浜舞岡病院 舞岡町 3482 

十慈堂病院 南舞岡 1-23-9 

医療法人横浜未来ヘルスケアシステム戸塚共立第２病院 吉田町 579-1 

 



災害時医療のぼり旗掲出訓練災害時医療のぼり旗掲出訓練災害時医療のぼり旗掲出訓練
期間

地域の協力医療機関である病院、診療所、歯科医院、薬局が、
「診療中」「開局中」の“のぼり旗”を掲出します。

※ 大規模震災発生時に、被災を免れ診療、開局が可能な医療機関・薬局は、その目印として
「診療中」「開局中」と記載されたのぼり旗を掲出し、診療、開局することとしています。

戸塚区福祉保健課 運営企画係　TEL：866-8418／FAX：865-3963

① 近所の医療機関等を調べておきましょう。
② 処方薬等の正確な情報を携帯しましょう。
③ 処方薬等は１週間程度の予備を手元に。

日頃からの
備えも大切です！

問合せ

地域
防災拠点

地域
防災拠点

医療救護隊

応急手当で対応可能な軽度の負傷 市民の自助・共助による応急手当

地域
防災拠点

●災害時救急病院
診療可能な場合は
「診療中」の黄色い旗を掲示

●地域の診療所、歯科医院、薬局
診療可能な医療機関は「診療中」の
黄色い旗を、薬局は「開局中」の
黄色い旗を掲示。

●医療救護隊（※）が巡回する
　地域防災拠点等

※医療救護隊とは
震度６弱以上の地震が発生した場合に、医師、看護職、
薬剤師等が、区内の指定された参集場所に参集した
後、地域防災拠点等の避難所で負傷者等の状況把握
及び主に軽症者に対する応急医療を行います。

黄色ののぼり、
旗が目印

10月26日（月）～ 30日（金）令和8年

緊急度・症状の重さに応じて、医療機関等を選択しましょう。緊急度・症状の重さに応じて、医療機関等を選択しましょう。

みんなも
のぼり旗を

見つけてみてね！

●災害拠点病院
診療可能な場合は
「診療中」の赤い旗を掲示

戸塚区では国立病院機構横浜医療センターが掲げます
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